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緒 言  

近年台頭の著しいPICマイコンは、参考資料、導

入実績ともに数多く存在し、マイコン本体は、通販

で安価に手に入る環境が整っていること、開発環境

はフリーのものが多いこと、hexファイルを生成す

ることができれば書き込みツールなどが容易に手に

入ることから各校でも実習、課題研究で導入されて

いる。 

本研究は、本学科にPICマイコンを制御実習項目

の一つとして新規に導入し、現在確立された職種で

ある組み込み技術者の育成に少しでも関わることが

できればと思い取り組んだ。 

 

研 究 目 的  

PICをもちいたC言語によるマイクロコンピュー

タ制御についての実習項目を興し、使用するテキス

トの作成を行う。 

 

研 究 方 法  

第一章 実習環境の検証 

現在PICマイコンに関わらず、多くのことがWeb

を通じてリアルタイムで情報が入ってくる。そのた

め、過去のように英語のデータシート、マニュアル

を読み、部品選定のためにいろんな資料をかき集め

るという作業時間はずいぶん短縮された。いまでも

データシート、マニュアルの熟読は必須であるが、

翻訳もWeb上ですべて事足りる現在の環境は恵まれ

ている反面、画一的になりがちである。 

本実習は対象が電子システム科 3 学年。実習時間

が 9 時間あり、この実習項目に対応する教科である

ハードウェア技術は選択科目である。マイコンは聞

いたときがある生徒は多いがイメージがわく生徒は

ごく少数である。ほとんどの生徒がブレッドボード

の使用に慣れており、回路製作に戸惑うようなこと

はない。以上のような状況・生徒を対象に実習内容

を作成した。 

 

第二章 ものづくりコンテストより 

本実習で使用するC言語コンパイラは以前研修の

際紹介されたMikroElektronika Inc. Compiler 

MikroC を使用した。このコンパイラは現在ものづ

くりコンテストで使用しているものであり、コンテ

スト参加者生徒とその使用感について十分検討を積

んできた。英語表記のため不明な部分も多いが通常

の使用では問題となる点はない。 

また、マイコンへの書き込みを研修で提供をいた

だいた an Ooijen Technische Informatica Inc. の

Wisp628。マイコンへの書き込みソフトウェアに

Xwis2を使用した。いずれもものづくりコンテスト

で使用しているものであり、フリーウェアである。 

Wisp628をさらに安定動作させるために改良され

た千秋広幸教授も HP 上で述べているが、dsPICや

PIC24F シリーズは  Wisp628 では書き込めない。

しかしながら、本研究では PIC12F683 を中心とし

たターゲットとしているため、千秋教授より提供頂

いたWisp628を使用することとした。 

 

第三章 実習内容 

コンピュータ並びにインターフェースの基板をソ

ルダレスボード上に生徒が接続し実習を行う。接続

に時間がかかるため、内容ごとに回路を組み直す必

要がある。接続ミスが起きやすいなどの課題は始め

る前から十分想定の上計画を行った。プリント基板、



ユニバーサル基板を利用し動作確認が取れる回路で

実習を行い、ソフトウェア設計に重点を置く実習も

想定できる。しかしながら、ハードウェア、ソフト

ウェア両面からシステム全体を見渡せる人材が必要

と意見をいただく機会が多かった。ソフトウェア設

計にかかる時間をある程度削減してもシステム設計

を実習に取り入れることを選択した。 

 

第四章 実習テキストの作成 

本実習は前述したように、電子システム科 3 学年

を対象としたものである。実習時間が 9 時間あり、

この実習項目に対応する教科であるハードウェア技

術は選択科目である。入出力、A/D変換、PWM制

御などの基本的なマイクロコンピュータの機能を主

な学習内容とし、マイクロコンピュータの扱い方、

実行ファイルの作成、マイクロコンピュータへの書

き込みまでを取り扱う。また、練習問題では制御文

の変更・組み合わせで、同じ回路でも動作が変わる

ことを学ぶこととする。 

以上の学習内容を通じて、マイクロコンピュータ

制御や、その利点を学習することを目的として作成

を行った。 

 

結 果  

 生徒感想 

 マイコンはとても身近な存在でたくさんの家

電製品はマイコンが使われていることがわか

り興味深かった。 LED を点滅させるプログ

ラムをやったが、それを家電製品に使うとな

るとボタンを光らせることしかできない。実

際に組み込むのであればもっと 高性能なマ

イコンで長いプログラムを打たなければ動か

せないんだなということがわかった。 

 プログラムの量は少なかったが、その少ない

プログラムでもしっかりマイコンを動かすこ

とができることを知ることができた。また、

ブレッドボードの配線を変えずにプログラム

を変えるだけで、 LED の点灯の仕方が反対

になるのに驚きました。 

 今回の実習をやってみて、プログラムの楽し

さがよくわかってきた。私はブレッドボード

を使うのが苦手ですが、成功したときはとて

も達成感がありました。また、 2 年生の時よ

り先生の質問にも答えられたのでよかったで

す。 

 

感 想  

この実習は前述したようにソフトウェア設計より

もシステム設計を重視した内容となっている。組み

込み技術者の不足と話題になっているが、技術者の

不足の大半は、組み込み産業の業務別人数比率４

０％近い、ソフトウェア設計に従事する技術者の不

足であることへの対応が未だできていない。 

  

とうほく組込み産業クラスタが 2006 年に発足し

た。全国からみても北海道・東北地区は全体の

4.1 ％に満たない事業者数でまだまだこれからの産

業であるが、工業高校のスキルでは求人もなく、人

材育成を上位教育機関にゆだねることしか貢献でき

る機会がないのが現状である。 

これらの課題を今後各機関との連携をさらに深め、

より魅力ある技術者の育成にこれからも力を入れて

いきたい。 
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